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る。公開を望まない 手の意思を尊重しながら、個人の貴重な経験を蓄積していくため は、一定の制約 課したうえで利用 供するという従来の図書館の機能が重要になる。図書館は、多様な学術情報のグローバルな発信を期待される一方で、発信すべき情報の整理とその見極めに、なお一層の慎重さを求められてい（こ
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